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SAP HANA データベースをリストア

リストアワークフロー

リストアとリカバリのワークフローには、計画、リストア処理の実行、および処理の監
視が含まれます。

次のワークフローは、リストア処理の実行順序を示しています。

PowerShell コマンドレットを手動またはスクリプトで使用して、バックアップ、リストア、クローニングの
処理を実行することもできます。PowerShell コマンドレットの詳細については、 SnapCenter のコマンドレ
ットのヘルプを使用するか、コマンドレットのリファレンス情報を参照してください。

"SnapCenter ソフトウェアコマンドレットリファレンスガイド"。

手動で追加したリソースバックアップをリストアおよびリカバ
リする

SnapCenter を使用して、 1 つ以上のバックアップからデータをリストアおよびリカバ
リできます。

• 必要なもの *

• リソースまたはリソースグループをバックアップしておく必要があります。

• リストアするリソースまたはリソースグループに対して現在実行中のバックアップ処理がある場合は、す
べてキャンセルしておく必要があります。

• このタスクについて *

• ファイルベースのバックアップのコピーを SnapCenter からリストアすることはできません。

• SnapCenter 4.3 にアップグレードすると、 SnapCenter 4.2 で作成されたバックアップはリストアできま
すが、リカバリすることはできません。SnapCenter 4.2 で作成されたバックアップをリカバリするには、
SnapCenter の外部で HANA Studio または HANA リカバリスクリプトを使用する必要があります。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * リソース * をクリックし、リストから適切なプラグインを選択し
ます。
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2. [* リソース ] ページで、リソースタイプに基づいて [*View] ドロップダウンリストからリソースをフィ
ルタリングします。

リソースは、タイプ、ホスト、関連付けられているリソースグループとポリシー、およびステータス
とともに表示されます。

リストアの実行時は、バックアップがリストアグループのものであっても、リストア対
象のリソースを個別に選択する必要があります。

リソースが保護されていない場合は ' 保護されていないというメッセージが [ 全体のステータス ] 列に
表示されますこれは、リソースが保護されていないこと、またはリソースが別のユーザによってバッ
クアップされていることを意味します。

3. リソースを選択するか、リソースグループを選択してそのグループ内のリソースを選択します。

リソースのトポロジページが表示されます。

4. Manage Copies （コピーの管理）ビューから、プライマリまたはセカンダリ（ミラーまたはバックア
ップ）ストレージシステムから * Backups （バックアップ）を選択します。

5. [ プライマリ・バックアップ ] テーブルで、リストア元のバックアップを選択し、 [ * ] をクリックしま

す *

6. ［ * リストア範囲 * ］ ページで、 ［ * リソース全体 ］ または ［ * ファイルレベル * ］ を選択しま
す。

a. Complete Resource * を選択すると、 SAP HANA データベースに設定されているすべてのデータ
ボリュームがリストアされます。

リソースにボリュームまたは qtree が含まれている場合、そのボリュームまたは qtree でリストア
対象として選択された Snapshot コピーのあとに作成された Snapshot コピーは削除され、リカバ
リすることはできません。また、同じボリュームまたは qtree で他のリソースがホストされている
場合、そのリソースも削除されます。

b. 「 * ファイルレベル * 」を選択した場合は、「 * すべて * 」を選択するか、特定のボリュームまた
は qtree を選択してから、それらのボリュームまたは qtree に関連するパスをカンマで区切って入
力できます

▪ ボリュームと qtree は複数選択できます。

▪ リソースタイプが LUN の場合は、 LUN 全体がリストアされます。

LUN は複数選択できます。
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「 * all * 」を選択すると、ボリューム、 qtree 、または LUN 上のすべてのファイルがリス
トアされます。

1. リストア・ジョブを実行する前に実行するプリ・リストアおよびアンマウント・コマンドを、 [*Pre

ops *] ページで入力します。

自動検出されたリソースにはアンマウントコマンドを使用できません。

2. [*Post ops *] ページで、 mount コマンドおよび post restore コマンドを入力して、リストア・ジョブ
の実行後に実行します。

自動検出されたリソースに対しては、 mount コマンドを使用できません。

3. [Notification] ページの [*Email preference] ドロップダウンリストから、電子メールを送信するシナ
リオを選択します。

また、送信者と受信者の E メールアドレスと E メールの件名を指定する必要があります。また、 [* 設
定 * （ Settings * ） ] > [* グローバル設定 * （ * Global Settings * ） ] ページでも SMTP を設定する必
要があります。

4. 概要を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

5. 操作の進行状況を監視するには、 * Monitor * > * Jobs * をクリックします。

自動検出されたデータベースバックアップをリストアおよびリ
カバリする

SnapCenter を使用して、 1 つ以上のバックアップからデータをリストアおよびリカバ
リできます。

• 必要なもの *

• リソースまたはリソースグループをバックアップしておく必要があります。

• リストアするリソースまたはリソースグループに対して現在実行中のバックアップ処理がある場合は、す
べてキャンセルしておく必要があります。

• このタスクについて *

• ファイルベースのバックアップのコピーを SnapCenter からリストアすることはできません。

• SnapCenter 4.3 にアップグレードすると、 SnapCenter 4.2 で作成されたバックアップはリストアできま
すが、リカバリすることはできません。SnapCenter 4.2 で作成されたバックアップをリカバリするには、
SnapCenter の外部で HANA Studio または HANA リカバリスクリプトを使用する必要があります。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * リソース * をクリックし、リストから適切なプラグインを選択し
ます。

2. [* リソース ] ページで、リソースタイプに基づいて [*View] ドロップダウンリストからリソースをフィ
ルタリングします。

リソースは、タイプ、ホスト、関連付けられているリソースグループとポリシー、およびステータス
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とともに表示されます。

リストアの実行時は、バックアップがリストアグループのものであっても、リストア対
象のリソースを個別に選択する必要があります。

リソースが保護されていない場合は ' 保護されていないというメッセージが [ 全体のステータス ] 列に
表示されますこれは、リソースが保護されていないこと、またはリソースが別のユーザによってバッ
クアップされていることを意味します。

3. リソースを選択するか、リソースグループを選択してそのグループ内のリソースを選択します。

リソースのトポロジページが表示されます。

4. Manage Copies （コピーの管理）ビューから、プライマリまたはセカンダリ（ミラーまたはバックア
ップ）ストレージシステムから * Backups （バックアップ）を選択します。

5. [ プライマリ・バックアップ ] テーブルで、リストア元のバックアップを選択し、 [ * ] をクリックしま

す *

6. [ * リストア範囲 * ] ページで、 [ * リソース全体 * ] を選択して、 SAP HANA データベースの構成済み
データボリュームをリストアします。

Complete Resource * （ * Volume Revert * あり / なし）または * Tenant Database * の
いずれかを選択できます。

ユーザが * テナントデータベース * オプションまたは * Complete Restore * オプションを選択した場
合、複数のテナントに対して SnapCenter サーバがリカバリ処理をサポートしていません。リカバリ
処理を実行するには、 HANA Studio または HANA Python スクリプトを使用する必要があります。

a. ボリューム全体をリストアする場合は、 * Volume Revert * を選択します。

このオプションは、 NFS 環境における SnapCenter 4.3 で作成されたバックアップに使用できま
す。

リソースにボリュームまたは qtree が含まれている場合、そのボリュームまたは qtree でリストア
対象として選択された Snapshot コピーのあとに作成された Snapshot コピーは削除され、リカバ
リすることはできません。また、同じボリュームまたは qtree で他のリソースがホストされている
場合、そのリソースも削除されます。このオプションは、リストア対象として「 * Volume Revert

* 」オプションを指定した状態で * Complete Resource * を選択した場合に使用できます。

b. [* Tenant Database] を選択します。

このオプションは MDC リソースでのみ使用できます。
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リストア処理を実行する前にテナントデータベースを停止する必要があります。

「 * テナントデータベース * 」オプションを選択した場合は、リカバリ処理を実行するために、 HANA

Studio を使用するか、 SnapCenter 外部の HANA リカバリスクリプトを使用する必要があります。

1. [* Recovery scope] ページで、次のいずれかのオプションを選択します。

状況 手順

現在までできるだけ近い時間にリカバリする必要
がある

[* 最新の状態に回復する *] を選択します。単一の
コンテナリソースについては、 1 つ以上のログと
カタログのバックアップ先を指定します。

マルチテナントデータベースコンテナ（ MDC ）
リソースの場合は、 1 つ以上のログバックアップ
の場所とバックアップカタログの場所を指定

MDC リソースの場合は、パスにシステムデータ
ベースとテナントデータベースのログの両方が含
まれている必要があります。
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状況 手順

指定した時点までリカバリする場合 [* 特定の時点にリカバリする *] を選択します。

a. タイムゾーンを選択します。

ブラウザのタイムゾーンはデフォルトで入力
されています。

選択したタイムゾーンと入力時間が絶対 GMT

に変換されます。

b. 日時を入力します。たとえば、 HANA Linux

ホストは CA のサニーベールにあり、
Raleigh のユーザは SnapCenter にログイン
をリカバリしています。

これらのロケーション間の時間差は 3 時間
で、ユーザは NC の Raleigh からログインし
ているため、 GUI で選択されるデフォルトの
ブラウザタイムゾーンは GMT-04 ： 00 で
す。

ユーザが CA のサニーベールから 5 午前 6 時
までのリカバリを実行する場合は、ブラウザ
のタイムゾーンを HANA Linux ホストのタイ
ムゾーン（ GMT-07 ： 00 ）に設定し、日時
を午前 5 時に指定する必要があります

単一のコンテナリソースについては、 1 つ以
上のログとカタログのバックアップ先を指定
します。

MDC リソースの場合は、 1 つ以上のログバ
ックアップの場所とバックアップカタログの
場所を指定します。

MDC リソースの場合は、パスにシステムデ
ータベースとテナントデータベースのログの
両方が含まれている必要があります。

特定のデータ・バックアップにリカバリする場合 ［ * 指定されたデータバックアップにリカバリす
る * ］ を選択します。

リカバリが不要である場合 「リカバリなし」を選択します。リカバリ処理は
HANA Studio から手動で実行する必要がありま
す。

リカバリできるの SnapCenter は、ホストとプラグインの両方が SnapCenter 4.3 にアップグレードさ
れ、リストア用に選択されたバックアップがリソースの変換後または自動検出されたあとに実行され
る場合に限られます。
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2. リストア・ジョブを実行する前に実行するプリ・リストアおよびアンマウント・コマンドを、 [*Pre

ops *] ページで入力します。

自動検出されたリソースにはアンマウントコマンドを使用できません。

3. [*Post ops *] ページで、 mount コマンドおよび post restore コマンドを入力して、リストア・ジョブ
の実行後に実行します。

自動検出されたリソースに対しては、 mount コマンドを使用できません。

4. [Notification] ページの [*Email preference] ドロップダウンリストから、電子メールを送信するシナ
リオを選択します。

また、送信者と受信者の E メールアドレスと E メールの件名を指定する必要があります。また、 [* 設
定 * （ Settings * ） ] > [* グローバル設定 * （ * Global Settings * ） ] ページでも SMTP を設定する必
要があります。

5. 概要を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

6. 操作の進行状況を監視するには、 * Monitor * > * Jobs * をクリックします。

PowerShell コマンドレットを使用して SAP HANA データベー
スをリストアする

SAP HANA データベースのバックアップをリストアするときは、 SnapCenter サーバと
の接続セッションを開始し、バックアップをリストしてバックアップ情報を取得し、バ
ックアップをリストアします。

• 必要なもの *

PowerShell コマンドレットを実行できるように PowerShell 環境を準備しておく必要があります。

• 手順 *

1. Open-SmConnection コマンドレットを使用して、指定したユーザの SnapCenter サーバとの接続セッ
ションを開始します。

Open-smconnection  -SMSbaseurl  https:\\snapctr.demo.netapp.com:8146/

2. Get-SmBackup コマンドレットと Get-SmBackupReport コマンドレットを使用して、リストアするバ
ックアップを特定します。

この例では、リストアできるバックアップが 2 つあります。
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 PS C:\> Get-SmBackup

        BackupId    BackupName                    BackupTime

BackupType

        --------    ----------                    ----------

----------

         1          Payroll Dataset_vise-f6_08... 8/4/2015 11:02:32

AM  Full Backup

         2          Payroll Dataset_vise-f6_08... 8/4/2015 11:23:17

AM

この例では、 2015 年 1 月 29 日から 2015 年 2 月 3 日までのバックアップに関する詳細な情報を示し
ています。

PS C:\> Get-SmBackupReport -FromDateTime "1/29/2015" -ToDateTime

"2/3/2015"

SmBackupId           : 113

   SmJobId              : 2032

   StartDateTime        : 2/2/2015 6:57:03 AM

   EndDateTime          : 2/2/2015 6:57:11 AM

   Duration             : 00:00:07.3060000

   CreatedDateTime      : 2/2/2015 6:57:23 AM

   Status               : Completed

   ProtectionGroupName  : Clone

   SmProtectionGroupId  : 34

   PolicyName           : Vault

   SmPolicyId           : 18

   BackupName           : Clone_SCSPR0019366001_02-02-2015_06.57.08

   VerificationStatus   : NotVerified

   SmBackupId           : 114

   SmJobId              : 2183

   StartDateTime        : 2/2/2015 1:02:41 PM

   EndDateTime          : 2/2/2015 1:02:38 PM

   Duration             : -00:00:03.2300000

   CreatedDateTime      : 2/2/2015 1:02:53 PM

   Status               : Completed

   ProtectionGroupName  : Clone

   SmProtectionGroupId  : 34

   PolicyName           : Vault

   SmPolicyId           : 18

   BackupName           : Clone_SCSPR0019366001_02-02-2015_13.02.45

   VerificationStatus   : NotVerified
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3. HANA Studio でリカバリプロセスを開始します。

データベースがシャットダウンされます。

4. Restore-SmBackup コマンドレットを使用して、バックアップからデータをリストアします。

AppObjectId は「 Host\Plugin\UID 」です。 UID=SID は単一コンテナタイプのリソース
用で、 UID=MDC\SID は複数コンテナのリソース用です。ResourceID は、 Get-

smResources コマンドレットから取得できます。

Get-smResources  -HostName cn24.sccore.test.com  -PluginCode HANA

この例は、プライマリストレージからデータベースをリストアする方法を示しています。

Restore-SmBackup -PluginCode HANA -AppObjectId

cn24.sccore.test.com\hana\H10 -BackupId 3

この例は、セカンダリストレージからデータベースをリストアする方法を示しています。

Restore-SmBackup -PluginCode 'HANA' -AppObjectId

cn24.sccore.test.com\hana\H10 -BackupId 399 -Confirm:$false  -Archive @(

@{"Primary"="<Primary Vserver>:<PrimaryVolume>";"Secondary"="<Secondary

Vserver>:<SecondaryVolume>"})

+ バックアップが HANA Studio でリカバリに使用できるようになります。

コマンドレットで使用できるパラメータとその説明については、 RUN_Get-Help コマンド NAME を実行して
参照できます。または、を参照することもできます "SnapCenter ソフトウェアコマンドレットリファレンス
ガイド"。

SAP HANA データベースのリストア処理を監視する

Jobs ページを使用して、 SnapCenter の各リストア処理の進捗状況を監視できます。処理の進捗状況をチェ
ックして、処理が完了するタイミングや問題があるかどうかを確認できます。

• このタスクについて *

リストア後の状態によって、リストア処理後のリソースの状況と、追加で実行できるリストア操作がわかりま
す。

以下のアイコンがジョブページに表示され、操作の状態を示します。

•
 実行中です

•  正常に完了しました
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•  失敗しました

•
 警告で終了したか、警告が原因で起動できませんでした

•  キューに登録され

•  キャンセルされました

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 Monitor をクリックします。

2. [* Monitor*] ページで、 [* Jobs] をクリックします。

3. [* ジョブ * ] ページで、次の手順を実行します。

a. をクリックします  リストをフィルタリングして、リストア処理のみを表示します。

b. 開始日と終了日を指定します。

c. [* タイプ ] ドロップダウン・リストから、 [ リストア *] を選択します。

d. [* Status *] ドロップダウン・リストから、リストア・ステータスを選択します。

e. [ 適用（ Apply ） ] をクリックして、正常に完了した操作を表示する。

4. リストアジョブを選択し、 * Details * をクリックして、ジョブの詳細を表示します。

5. ［ * ジョブの詳細 * ］ ページで、 ［ * ログの表示 * ］ をクリックします。

View logs ボタンをクリックすると、選択した操作の詳細なログが表示されます。

ボリュームベースのリストア処理の完了後、バックアップメタデータは SnapCenter リポジ
トリから削除されますが、バックアップカタログのエントリが SAP HANA のカタログに残
ります。リストアジョブのステータスが表示されます では、ジョブの詳細をクリック
して、いくつかの子タスクの警告サインを表示する必要があります。警告をクリックし、
表示されたバックアップカタログのエントリを削除します。
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